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  (イ) ボランティアの年齢 
 

 回答のあったボランティアの年齢は 40 代が 41％で最も多く、次いで 30 代と 50 代が 16％で同じ割

合である。さらに 60 代 15％、70 代 10％となっている。 
 
  (ウ) ボランティアの属性 
 
 

回答が最も多かったのは「現保護者」で 48％、次いで「元保護者」で 30％であった。地域活動団体

関係者 18％、地域住民組織関係者 17％とあり、地域での活動に取り組んでいる方も学校支援ボランテ

ィアとして活動していることが分かる。 
その他・・・大学生。教員。元教員。 

 

2%

16%

41%

16% 15%

10%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

20代 30代 40代 50代 60代 70代

ボランティアの年齢構成 n＝95図1－エ(イ)

48%

30%

18%

17%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

現保護者

元保護者

地域活動団体関係者（NPO法人含む）

地域住民組織関係者（自治会等）

その他

ボランティアの属性 n＝94図1－エ(ウ)

年齢であてはまるものを選んでください。                 ボランティア問 1（2）

属性は何ですか。（あてはまるものすべて）                    ボランティア問 1（3）
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学校・地域連携事業
～地域拠点から子どもたちの体力・規範意識向上を～

　平成２２年度まで実施してきた「学校支援地域本部
事業」と「放課後子ども教室推進事業」は、ともに学校
と地域を結ぶ取組として定着し一定の成果をあげてき
ました。
　平成２３年度には、これら二つの事業の成果を合わ
せ、さらに奈良県の教育課題解決に直結した取組を展
開すべく、事業コンセプトを組み直し実施することにな
りました。現在２５市町村で実施しています。
　具体的には、「放課後の学習支援等」「規範意識・社
会性の向上」「体力・運動能力の向上」「地域との連携」
の４つをメニュー化し、各市町村で成果指標に盛りこみ
目標設定をお願いしています。
　財源は、文部科学省の「学校・家庭・地域の連携によ
る教育支援活動促進事業」補助金を充て、県と市町村
で１／３ずつを負担し、実施します。

　子どもたちの放課後の居場所づくりは、地域の協力
でその活動に広がりをみせています。宿題や自習補助
等の学習支援をはじめ、様々な体験活動を取り入れ実
施しています。教員志望の学生や退職教職員などの協
力を得て、部活動の指導補助からボランティア活動ま
で幅広い体験活動が準備されています。（右上の放課
後活動の例を参照）

　異なる世代間の交流は、子どもたちに新たな気付き
を生みます。また、地域の子どもは地域全体で見守り
はぐくんでいこうという温かい雰囲気が各地で醸成さ
れつつあることから、子どもたちの規範意識・社会性の
向上にもつながると考えています。職業体験実習やゲ
ストティーチャーによる授業なども準備しています。

　運動場芝生化推進事業や地域のスポーツクラブと
の連携をすすめ、元気で健康な大和っ子を育てます。
外遊びの奨励、運動時間の増加、イベント等の活動内
容を充実させ、子どもたちの体力・運動能力向上や仲
間づくりを推進します。

　地域ボランティアの方々は学校での活動に積極的に
参加してくださっていますが、今年度は、子どもたちが
地域の行事などに積極的に参加するなど、地域との連
携をより一層深める試みを計画しています。子どもた
ちの元気を地域に還元し、地域の活動を活性化する効
果を期待しています。

○地域ごとの課題解決のために事業が組み立てられ
てはじめて、本来の意味での地域の事業になりま
す。そのためにも学校や地域のニーズを的確に受け
とめていきたいと思っています。
○多くのボランティアが学校に集う現状（上グラフ参
照）は事業の確かな成果です。この仕組みを、多くの
つながりを生む基盤と考え、さらに新たな取組につ
なげたいと考えています。

奈良県

事例
ファイル
（自治体編）

事例
ファイル
（自治体編）

 

地域との連携
～もっと地元密着！ 子どもたちの元気を地域に～

地域と学校が
より緊密に連携するために

事業コンセプト
体力・運動能力の向上
～もっと元気で健康な大和っ子に～

放課後支援
～より多くの体験を子どもたちに～ 規範意識・社会性の向上

～地域全体で子どもを見守りはぐくみます～

奈良県

やまと　　　こ

生涯学習

《お問い合わせ先》
奈良県教育委員会事務局 人権・社会教育課
〒630-8502　奈良県奈良市登大路町30
10742-22-1101（内5284）／ 
10742-27-9837（直通）

能教室～地元の伝統芸能に触れる～ 美術の授業（木の話）～ゲストティーチャーに学ぶ～

「運動場が芝生になったよ！」～運動場芝生化推進事業～

学校支援地域本部事業のボランティア参加者数

学校を支援する仕組み

梨園にて学習～地元で体験学習～

＜放課後活動の例＞

①学習支援
宿題片付け隊、自習補助、読書活動、読み聞かせ、各

種講座（産業・歴史等）など

②クラブ指導とその他の体験活動
国際文化交流、地域の祭りへの参加、福祉施設訪問、

防災体験学習、野外活動体験、環境保全活動、人権講

座、職場体験活動、乳幼児とのふれあい体験、イモ掘

り、フィールドワーク、健康安全教室、茶華道、合唱、

太鼓、琴、空手、剣道、サッカーなど

③交流活動（小学校低学年向け）
紙飛行機、折り紙、グランドゴルフ、ドッジボール、シャ

ボン玉、そうめん流し、なわとび、金魚すくい、おに

ごっこ、昔遊び（竹馬、胴馬、ゴム跳び）など

④ボランティア活動
ゴミ拾い、清掃活動、夏祭りボランティア、地域クリス

マス会への参加、介護ボランティアなど

21

＜学校活動全般＞ 

協力要請        要請 

  

調整        支援 
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＜市町村教委＞   Ｂ
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放課後の学習支援等

ー

ー

ー

ー

規範意識・社会性の向上 

体力・運動能力の向上

地域との連携

ィ

●学校の施設設備を地域に開放するだけでなく、

学校運営・教育活動を開かれたものにする考え方

が浸透してきています。教育活動をより充実させ

るには地域の協力が不可欠です。

●学校が地域に望むことを明確にし、共通理解を

図り、その上で地域との緊密な連携を進めましょ

う。

●地域には様々な知識・技能をもった方々がおら

れます。地域の人材は学校教育を進める上で、重

要な資源です。

●子どもたちに様々な体験を積ませることは大き

な教育効果を生みます。体験活動を充実させるた

めにも、地域の方々との協働を図りましょう。

●本事業は、文部科学省の委託事業としてスター

トしましたが、本来は地域独自の事業として多様

な取組を展開していってほしいと思っています。

●地域ごとの課題解決のために組み直されたと

き、はじめて本来の地域主導の事業になります。

学校や地域のニーズを的確に受けとめてほしいと

思います。

●多くのボランティアの方々が学校に集う現状

は、この事業の確かな成果です。

●この仕組みを、多くのつながりを生む基盤と考

え、さらに新たな取組につなげていただきたい。

そのためにも行政の力を活かした広報・周知活動

が大切になってきます。

●この仕組みを機能させるには、学校関係者も地

域の方々もそれぞれ研修の機会が必要です。

●各市町村教育委員会においては関係者が集い学

ぶ機会を継続的に設け、県教育委員会は情報提供

や研修プログラムの開発、ネットワークづくりへ

の支援をつづけていくべきであると考えます。

●地域の活性化につながるような、それぞれの地

域にふさわしい組織・体制の構築が必要です。

●市町村におきましても、事業継続のために運営

資金を確保し、予算措置をお願いします。地域住

民の熱い思いを受けとめていただきたいと思って

います。

●地域の協力を得るには、教職員が胸襟を開いて

深く交流し、積極的に情報発信する姿勢が大切で

す。

●学校が困っていることを地域の方々に知ってい

ただくことも大切な情報発信です。情報の共有が

連携の第一歩です。教職員が努力奮闘する姿を

知っていただくことも必要ではないでしょうか。

●生活科、総合的な学習の時間等を活用し、職場

体験活動をはじめ、子どもたちにはより豊かな体

験活動を積んでほしいと願っています。

●地域の協力を得て、積極的に校外での体験活動

を展開してほしいと思います。

●社会の変化にともなって、学校に対する要望が

多様化し、家庭や社会で担うべき仕事が学校にま

かされ教職員がますます忙しくなっています。

●地域の学校は「わたしたちの学校」という認識

をもって、みんなで学校を助けにいきましょう。

●今までの知識や経験、学んでこられたことを社

会に還元する機会ととらえ、その機会を積極的に

活かしていただきたいと思います。

●子どもたちへの支援を通じたつながりが、地域

の活性化の原動力となるものと期待しています。

● PTA やご近所の方々をはじめ、地域の「お父

さんたち」にももっと協力していただきたいと思

います。

●連携が新しい連携を生み、温かいまちづくりに

つながります。地域全体を巻き込んで活動の幅を

広げていっていただきたいと思います。

●子どもは地域の宝です。少子化の時代には、ま

すます大切に感じられます。

●地域ぐるみで子どもたちをはぐくむ活動に協力

し、少しずつでも力を出し合っていただきたいと

考えています。
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